
新型コロナウイルスに打ち克つためのロードマップ

県内の医療提供体制や県内の感染状況により、専門家の意見も踏まえ、
強化・緩和の判断基準を定めるとともに、対策のStageを３段階
（Stage3～Stage１）に設定、措置内容を「富山県対策指針」に規定
富山県緊急事態措置：Stage３（5/6～5/14）

※緩和については、従来どおり全ての基準が下回る状況が１～２週間続く場合に、専門家の意見を踏まえ決定

【これまでの対応】

全ての指標が基準を下回り２週間経過⇒Stage２(5/15～５/28）
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全ての指標が基準を下回り４週間経過⇒Stage１(5/29～現在）

【今後の対応】各Stageごとの措置等を一部改訂し強化・緩和
●休業要請の実施を前提としない一方で、感染拡大防止のため早期の措置を行う

●各ステージの考え方（強化する場合）
Stage１：現行の措置（小康期）⇒ 《県民向け警戒情報発出》⇒Stage２：
注意喚起・自粛要請（警戒期）⇒Stage3：対策強化（非常事態）

●警戒情報：指標③、④いずれも基準に到達し、指標①または②が一定程度上昇
した際、このまま感染拡大が続くと「Stage２」の措置を行わざるを得ないという警報
を発令

●Stage２：指標③、④の指標のいずれも基準に到達かつ指標①または②が基準
の50%に到達し数日継続した際に発令

●Stage３：指標①～④のすべてが基準に到達し数日継続した際に発令
※緩和については、従来どおり全ての基準が下回る状況が１～２週間続く場合に、専門家の意見を踏まえ決定



新型コロナウイルスに打ち克つためのロードマップ①

強化・緩和の判断指標（直近１週間平均）

指 標 基 準
現状

（8/4現在）
備 考

医療提供
体 制

①入院者数
（直近１週間平均）

100人未満 １０人

②重症病床稼働率
（直近１週間平均）

３０％未満 ０.０％

感染状況

③新規陽性者数（人口100万人当たり）
（直近１週間１日当たりの平均）

２.５人未満
３.４人

（8/5現在）

④感染経路不明の新規陽性者数（人口
100万人当たり）
（直近１週間１日当たりの平均）

１.０人未満
２.２人

（8/5現在）

参考指標 陽性率
（直近１週間平均）

７％未満 ５.８％
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【警戒情報】
③、④の指標のいず
れも基準に到達し、①
または②の指標が一
定程度上昇した際に
警戒情報発令

【Stage２】
③、④の指標のいず
れも基準に到達かつ
①または②の指標が
基準の50%に到達し数
日継続した際に発令

【Stage３】
①～④の指標全てが
基準に到達し数日継
続した際に発令

東京都：24.8人
大阪府：20.5人

東京都：15.6人
大阪府：14.0 人



新型コロナウイルスに打ち克つためのロードマップ②

項目 Stage3 Stage2
Stage1
＜現状＞

①外出
の自粛

【不要不急の外出】
平日 週末

昼間 × ×
夜間 × ×
(「新しい生活様式」の徹底)
※接触機会の低減のため外出自粛
を要請

【不要不急の外出】
平日 週末

昼間 〇 〇
夜間 × ×
(「新しい生活様式」の徹底)
※基本的な感染防止対策等が徹底されて
いない施設への出入りを控えるよう要
請

※酒類提供飲食店の利用は2時間程度まで
とするよう要請

【不要不急の外出】
平日 週末

昼間 〇 〇
夜間 〇 〇
(「新しい生活様式」の徹底)
※基本的な感染防止対策等が徹底されて
いない施設への出入りを控えるよう要
請

×県外
×繁華街の接待を伴う飲食店等
テレワークの推進

△県外 ※感染拡大地域との移動自粛
を要請

×繁華街の接待を伴う飲食店等
テレワークの推進

〇県外 6/19解除、7/2首都圏等慎重に検討

〇繁華街の接待を伴う飲食店等
(「新しい生活様式」の徹底)

②催物
（イベ
ント
等）の
開催

×大規模イベント等
△集会も人数制限
※国の方針を踏まえ対応

大規模イベント等については、段階的
に制限(国の方針を踏まえ対応)
※7/10～ 屋内:5000人又は収容定

員の50％のいずれか
小さい方

屋外：5000人
(感染防止対策の徹底)

大規模イベント等については、段階
的に緩和
※7/10～ 屋内:5000人又は収容定員

の50％のいずれか小
さい方

屋外：5000人
(感染防止対策の徹底)

③休業
要請等

県内で感染が多発している施設
類型があれば、感染リスクやガ
イドラインの遵守状況等を考慮
しつつ、当該類型に個別に休業
要請を検討

休業要請等は行わない

(感染防止対策の徹底)

休業要請等は行わない

(感染防止対策の徹底)

3業種別のガイドラインの策定・実施、「新しい生活様式」の県民への浸透の状況を踏まえ、原則、休業要請は行わないこととする

警戒情報発出



項目 新 旧

①外出の自粛

【不要不急の外出】
平日 週末

昼間 〇 〇
夜間 × ×
(「新しい生活様式」の徹底)
※基本的な感染防止対策等が徹底されて
いない施設への出入りを控えるよう要請

※酒類提供飲食店の利用は2時間程度までとする
よう要請

【不要不急の外出の自粛】
平日 週末

昼間 〇 〇
夜間 × ×
(「新しい生活様式」の徹底)

△県外 ※感染拡大地域との移動自粛を要請
×繁華街の接待を伴う飲食店等
テレワークの推進

×県外
×繁華街の接待を伴う飲食店等

②催物（イベント
等）の開催

大規模イベント等については、段階的に制限(国
の方針を踏まえ対応)
※7/10～ 屋内:5000人又は収容定員の

50％のいずれか小さい方
屋外：5000人(感染防止対策の徹底)

×大規模イベント等
〇一定の要件を満たす小規模イベント

③休業要請等

休業要請等は行わない(感染防止対策の徹底) クラスターが発生した施設に限定
（キャバレー、カラオケ、ライブハウスなど）
※酒類提供時間（夜9時まで） 5/15～5/25
酒類提供時間（夜10時まで）5/26～5/28

各ステージにおける措置の新旧対照表（ステージ２）

４



各ステージにおける措置の新旧対照表（ステージ３）

項目 新 旧

①外出の自粛

【不要不急の外出】
平日 週末

昼間 × ×
夜間 × ×
(「新しい生活様式」の徹底)
※接触機会の低減のため外出自粛を要請

【不要不急の外出の自粛】
平日 週末

昼間 × ×
夜間 × ×

×県外
×繁華街の接待を伴う飲食店等
テレワークの推進

×県外
×繁華街の接待を伴う飲食店等

②催物（イベント
等）の開催

×大規模イベント等
△集会も人数制限
※国の方針を踏まえ対応

×大規模イベント等
〇一定の要件を満たす小規模イベント

③休業要請等

県内で感染が多発している施設類型があれば、
感染リスクやガイドラインの遵守状況等を考慮
しつつ、当該類型に個別に休業要請を検討

特措法に基づく施設に限定
※食事提供施設の営業時間短縮（夜8時まで）、
酒類提供時間（夜7時まで）4/23～5/10

※酒類提供時間（夜8時まで）5/11～5/14

５


